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今
回
は
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

と
筆
者
（
牧
瀬
）
の
共
著
で
進
め
る
（
本
稿
の
責
任
は
牧

瀬
に
あ
る
）。
公
民
連
携
の
事
例
と
し
て
、
寝
屋
川
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
現
在
、
寝
屋
川
市
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
三
者
間

連
携
に
言
及
す
る
。

1
．寝
屋
川
市
の
概
要

　
寝
屋
川
市
は
、
大
阪
市
と
京
都
市
の
間
に
位
置
し
、
大

阪
市
内
か
ら
電
車
で
約
15
分
と
い
っ
た
交
通
利
便
性
の

高
い
都
会
的
な
側
面
を
持
つ
。
そ
し
て
市
域
に
は
1
級

河
川
の
寝
屋
川
が
流
れ
、
水
辺
に
近
い
公
園
や
緑
地
な

ど
、
自
然
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
あ

る
。
2
0
1
9
年
3
月
、
市
内
に
あ
る
J
R
「
東
寝
屋
川

駅
」
が
「
寝
屋
川
公
園
駅
」
へ
と
駅
名
改
称
す
る
と
と
も

に
、
同
年
4
月
、
政
令
指
定
都
市
に
次
ぐ
行
政
権
能
を
有

す
る
「
中
核
市
」
に
移
行
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
市
政
発

展
に
向
け
、
歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
他
方
で
、
交
通
利
便
性
が
高
い
と
い
う
立
地
条
件
な
ど

か
ら
、
大
阪
市
域
に
勤
務
す
る
人
々
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、
1
9
6
0
年
ご
ろ
に
5
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
人
口

が
、
1
9
7
5
年
に
は
25
万
人
と
な
る
日
本
一
の
人
口
増

加
率
を
経
験
し
た
。
当
時
は
若
い
世
代
が
多
く
流
入
し
た

こ
と
か
ら
、
人
口
の
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
他
市
に
比

べ
偏
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
影
響

も
あ
り
、
全
国
の
動
き
よ
り
も
早
く
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
急
激
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
公
共
施

設
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
急
増
し
た
。
今
後
、
一
斉

に
耐
用
年
数
の
超
過
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
再
整
備

等
へ
の
対
応
に
向
け
た
財
源
の
確
保
も
含
め
、「
人
口
の

年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ
ン
ス
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
、

子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
担
税
力
に
富
む
若
い
世
代
の

誘
致
を
推
進
し
て
い
る
。

2
．公
民
連
携
の
現
状

　
寝
屋
川
市
で
は
、
民
間
企
業
等
と
の
連
携
の
下
、
相
互

の
持
つ
知
恵
・
情
報
・
技
術
の
共
有
と
協
力
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
2
0
0
7
年
ご
ろ
か
ら
特
定
の
事
業
や
行
政
分
野

に
お
け
る
連
携
が
徐
々
に
進
み
、「
J
R
西
日
本
（
西
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
）」
や
「
ミ
ズ
ノ
（
美
津
濃
株
式

会
社
）」
な
ど
の
民
間
企
業
や
団
体
法
人
等
と
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　
近
年
は
、
よ
り
広
い
範
囲
の
行
政
分
野
に
お
い
て
、
多

様
な
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
「
包
括
連
携

協
定
」
も
進
め
て
お
り
、
市
内
大
学
の
学
校
法
人
を
は
じ

め
、
民
間
企
業
な
ど
12
団
体
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

今
回
は
、
隣
接
す
る
自
治
体
「
四
條
畷
市
」
と
共
同
し
、

民
間
企
業
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
例
を
紹
介
す
る
。

3
．�3
者（
寝
屋
川
市・四
條
畷
市・イ
オ
ン
株
式
会
社
）

に
よ
る
包
括
連
携

包
括
連
携
の
背
景

　
寝
屋
川
市
と
四
條
畷
市
は
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
形
や
交
通
環
境
の
面
で
連
続
性
が
あ
り
、
歴
史
的
に
も

密
接
な
関
係
性
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
包
括
連
携
協
定
の
相
手
先
で
あ
る
「
イ
オ
ン
株

式
会
社
」（
以
下
「
イ
オ
ン
」
と
す
る
）
は
、
2
0
1
5

牧
瀬
　
稔

関
東
学
院
大
学
法
学
部
准
教
授

社
会
情
報
大
学
院
大
学
特
任
教
授

妹
尾
直
人

寝
屋
川
市
経
営
企
画
部
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

公
と
民
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

寝
屋
川
市
・
四
條
畷
市
・
イ
オ
ン
に
よ
る
包
括
連
携
の
事
例

木
曜
連
載

公
民
連
携
の
可
能
性
⑪
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年
に
両
市
域
に
ま
た
が
り
立
地
す
る
大
規
模
商
業
施
設

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」
を
開
業
し
た
。
地
域
に
新
た

な
賑に

ぎ

わ
い
と
活
気
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
多
く
の
雇
用

を
創
出
し
て
い
る
。
そ
の
商
業
圏
域
は
、
市
域
を
超
え
た

広
範
囲
に
わ
た
り
、
休
日
に
は
市
内
外
か
ら
約
5
万
人
の

集
客
が
あ
る
。
特
に
市
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信
等
に
お

い
て
、
核
と
な
り
得
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
両
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
言
及
す
る
。
今
後
、
人

口
減
少
が
深
刻
化
し
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
等
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
危
機
が
想
定
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
2
0
4
0

年
問
題
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
方
創
生
や
地
域
活
性
化
、

人
口
流
出
等
へ
の
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
両

市
共
に
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
定
住
・
転
入
の
促

進
に
向
け
た
ま
ち
の
魅
力
の
創
出
、
活
用
、
発
信
な
ど
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
寝
屋
川
市
は
、
2
0
1
7
年
12
月
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

2
0
1
8
年
4
月
「
都
市
未
来
政
策
監
」
お
よ
び
「
都
市

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
」
を
新
設
し
た
。
同
様
に
、
四
條
畷

市
で
も
、
民
間
か
ら
専
門
的
な
ス
キ
ル
や
経
験
を
有
す
る

人
材
を
公
募
の
上
、
2
0
1
7
年
10
月
か
ら
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
監
」
を
配
置
し
、
2
0
1
8
年
4
月
に
「
魅
力
創

造
室
」
を
新
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
10
月
に

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
」、
2
0
1
9
年
3
月

に
「
公
民
連
携
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。
両
市
と
も
将

来
を
見
据
え
た
市
民
の
定
住
促
進
に
向
け
、
体
制
づ
く
り

と
施
策
展
開
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
両
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
情
報
交
換
や
連
携
を
行
っ

て
い
た
が
、「
2
0
4
0
年
問
題
」
な
ど
に
対
応
す
る
に

当
た
り
、
相
互
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
強
化
に
つ
い
て

研
究
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
お
よ
び
地
域
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
、
2
0
1
8
年
10
月
「
寝
屋
川
市
と
四

條
畷
市
の
連
携
推
進
等
に
関
す
る
共
同
研
究
会
」
を
設
置

し
た
。
両
市
が
抱
え
る
共
通
課
題
に
向
け
、
両
市
域
に
わ

た
っ
て
立
地
す
る
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」
を
核
と
し

た
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　
一
方
で
、
イ
オ
ン
は
企
業
理
念
に
「
お
客
さ
ま
を
原
点

に
平
和
を
追
求
し
、
人
間
を
尊
重
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
」
と
掲
げ
て
い
る
。
2
0
0
9
年
以
降
、
都
道
府
県

を
含
め
た
全
国
自
治
体
と
1
1
6
件
に
わ
た
る
連
携
協
定

を
締
結
す
る
な
ど
、
地
域
の
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
「
イ
オ
ン
モ

ー
ル
四
條
畷
」
を
核
に
、
両
市
と
の
関
係
を
よ
り
密
接
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
顧
客
で
も
あ
る
「
市
民
」
へ
の
さ
ら

図表1　3者の概要

出典：寝屋川市

図表2　3者の連携・協力のイメージ

出典：寝屋川市



2019年（令和元年）8月29日（木）　地方行政　第3種郵便物認可 4

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
連
携
の
前
向

き
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
等
を
踏
ま
え
、
両
市
お
よ

び
イ
オ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
イ

オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
全
国
規
模
の
企
業
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

生
か
し
、
両
市
域
に
わ
た
り
立
地
し
、
広
域
に
強
力
な
集

客
力
を
有
す
る
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」
を
核
と
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
よ
り
一

層
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
協
議
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
な

お
、
図
表
1
は
3
者
の
概
要
で
あ
る
。

3
者
協
定
の
意
義
と
目
的

　
寝
屋
川
市
、
四
條
畷
市
、
イ
オ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長

等
を
生
か
し
て
連
携
・
協
力
し
、
地
域
社
会
お
よ
び
地
域

経
済
の
活
性
化
と
持
続
的
な
発
展
を
推
進
す
る
た
め
、
3

者
に
よ
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
両
市
は
、「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」
を
核
と
し
て
市
内
外
へ
広
く
情
報

を
発
信
す
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
定
住
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
同
時
に
、
イ
オ
ン
は
、

両
市
と
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
貢
献
や
集
客
力
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
3
者
の
取
り
組
み
の
相
乗

効
果
に
よ
り
地
域
全
体
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
オ
ン
に
お
い
て
、
2
市
と
同
時
に
3
者
で
包

括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
全
国
で
初
の
事
例
と

な
る
等
、
大
都
市
圏
の
自
治
体
間
連
携
に
よ
る
広
域
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
公
民
連
携
の
先
駆

的
な
事
例
と
な
る
。
図
表
2
は
、
3
者
間
に
お
け
る
連

携
・
協
力
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

包
括
連
携
協
定
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み

　
連
携
の
合

意
に
向
け
た

協
議
で
は
、

幅
広
い
行
政

分
野
に
お
け

る
連
携
の
可

能
性
を
検
討

す
る
た
め
、

両
市
に
お
い

て
全
庁
各
部

局
に
わ
た
る

事
前
調
整
を

行
っ
た
。
連

携
が
想
定
さ

れ
る
取
り
組

み
を
抽
出
し
、

イ
オ
ン
担
当
者
と
両
市
事
業
担
当
者
に
よ
る
意
見
交
換
等

を
経
て
、
協
定
に
記
載
す
る
連
携
事
項
な
ど
の
内
容
が
調

整
さ
れ
た
。

　
特
に
、
協
定
締
結
後
の
形
骸
化
を
回
避
し
、
継
続
的
か

つ
発
展
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
た
め
、
十
分
な
情
報

共
有
や
意
見
交
換
を
重
ね
、
協
定
後
の
連
携
等
に
つ
い
て

意
識
共
有
が
図
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
寝
屋
川
市
と
四
條
畷
市
が
共
同
し
て
行
う

公
民
連
携
に
よ
る
広
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
っ
た
趣
旨
に
、
イ
オ
ン
の
共
感

と
理
解
を
得
て
3
者
に
よ
る
合
意
が
図
ら
れ
、
2
0
1
9

年
2
月
15
日
に
包
括
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
た（
写
真
1
）。

包
括
連
携
協
定
に
よ
る
具
体
的
取
り
組
み

　
協
定
に
よ
る
連
携
事
項
で
は
、「
市
政
情
報
等
の
発

信
・
P
R
に
関
す
る
こ
と
」
や
「
地
域
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
こ
と
」
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
協
定
に
基
づ

く
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」

に
お
い
て
、
両
市
の
市
民
を
対
象
と
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
の
出
張
受
け
付
け
を
実
施
し
た
（
協
定
締
結

後
、
現
在
ま
で
に
2
回
開
催
）。
こ
の
取
り
組
み
は
、
申

請
に
必
要
な
顔
写
真
を
そ
の
場
で
無
料
撮
影
し
、
買
い
物

つ
い
で
に
申
請
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、「
便
利
か
つ
お

得
」
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
番
組
「
な
わ
チ
ャ

ン
！
」
を
活
用
し
た
3
者
に
よ
る
魅
力
発
信
（
写
真
2
）

や
、
地
場
産
品
の
臨
時
販
売
（
写
真
3
）
な
ど
も
実
施
し

て
お
り
、
今
後
の
予
定
と
し
て
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン

ド
」
や
「
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
（
イ
オ
ン
ス
タ
イ

ル
）」
の
設
置
な
ど
も
調
整
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
両
市
と
イ

オ
ン
は
、
よ
り
緊
密
な

連
携
の
下
、
3
者
の
持

つ
強
み
を
生
か
し
、
相

乗
効
果
を
生
み
出
し
な

が
ら
、
市
内
外
へ
の
魅

力
発
信
や
〝
買
い
物
つ

い
で
〟
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
、
市

民
・
顧
客
の
利
便
性
を

さ
ら
に
向
上
し
、
両
市

写真1　包括連携協定の様子（左から四條畷市長、イオンリテール
近畿カンパニー支社長、前寝屋川市長　出典：寝屋川市）

写真2　インターネットテレビ番組
「なわチャン！」（出典：寝屋川市）
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へ
の
定
住
促

進
を
図
る
た

め
、
個
別
具

体
的
な
活
動

に
つ
い
て
協

議
・
検
討
を

進
め
る
予
定

で
あ
る
。

4
．公
民
連
携
の
今
後
の
展
望

　
公
民
連
携
と
い
う
4
文
字
は
、
一
見
す
る
と
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
気
が
す
る
。
し
か
し
「
何
か
の
つ
い
で
」
と
い
う

発
想
は
、
公
民
連
携
を
進
め
る
上
で
は
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
公
民
連
携
は
「
何
か
の
つ
い

で
」
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　
衣
食
住
に
関
わ
る
買
い
物
は
、
市
民
生
活
に
お
い
て
欠

か
せ
な
い
営
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
買
い
物
つ
い
で
」

は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
非
常
に
有
効
な
視

点
で
あ
る
。
同
時
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
回
数
の
多
い
少

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ

で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
つ
い
で
」
と
い
う
考
え
も
、
同
様

の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
買
い
物
つ
い
で

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
」「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
つ
い
で
に
買
い

物
」
は
、
い
ず
れ
も
市
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
。
こ

の
こ
と
は
ま
さ
に
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
た
い
行
政
の

思
い
と
、
顧
客
の
満
足
を
高
め
る
企
業
の
思
い
が
合
致
す

る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
（
相
互
利

益
）」
の
有
無
は
、
公
民
連
携
の
判
断
に
お
い
て
重
要
な

観
点
と
な
る
。

　
公
民
連
携
を
持
続
的
に
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
民

（
顧
客
）
の
目
線
に
立
ち
、
公
と
民
で
達
成
す
る
目
的
を

共
有
し
、
双
方
の
経
営
理
念
や
サ
ー
ビ
ス
を
踏
ま
え
、
経

営
資
源
の
活
用
を
検
討
し
、
能
動
的
に
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
公
民
連
携
は
、
行
政
の
不
足
を
民
間

企
業
等
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
公
民
連
携
を
進
化
（
深
化
）
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
公

と
民
の
合
致
点
の
議
論
は
、
目
先
の
状
況
だ
け
で
な
く
、

市
民
（
顧
客
）
の
目
線
や
思
考
、
派
生
行
動
ま
で
踏
ま
え
、

解
決
策
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
に
こ
そ
「
ウ

ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
は
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
双
方
を

利
用
す
る
市
民
（
顧
客
）
の
目
線
に
立
ち
、
そ
の
行
動
に

「
つ
い
で
」
の
要
素
は
な
い
か
、
連
携
す
る
取
り
組
み
に

利
便
性
の
向
上
の
他
、
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
改
善
と
い
っ

た
副
次
的
な
効
果
等
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
い

っ
た
具
合
に
よ
り
深
く
、
よ
り
市
民
（
顧
客
）
の
目
線
に

立
ち
、
想
像
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
一
方
で
、
昨
今
で
は
公
民
連
携
の
形
骸
化
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
協
定
締
結
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

の
経
緯
を
経
て
開
か
れ
る
、
華
々
し
い
締
結
式
等
は
大
き

な
節
目
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
協
定
締
結
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
何
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
双
方
が
前
向
き
に
、
真
剣
に
議
論
を
行
う
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
の
で

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
少
な
く
な
い
公
民
連
携
の
事
例
は
、

「
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
」
が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
こ
れ
は
公
民
連
携
の
形
骸
化
に
つ
な
が
る

行
動
で
あ
る
。
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
公
民
連
携
の
協
定
は
、
施
策
・
事
業
に
活
用
し
て
こ
そ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
と
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
常
に
、

相
互
の
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
を
意
識
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
施
策
・
事
業
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

だ
ろ
う
。
市
民
の
期
待
は
、
協
定
の
締
結
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
下
に
、
さ
ら
な
る
連
携
の
取
り
組
み
が
ス
ム

ー
ズ
か
つ
効
果
的
に
展
開
さ
れ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
表
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
今
日
「
2
0
4
0
年
問
題
」
を
は
じ
め
危
惧
さ
れ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
向
け
、
広
域
行
政
連
携
、
連
携
中

枢
都
市
圏
構
想
な
ど
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
今
後
、
自
治
体
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
変
換
を
求

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
現
状
に

お
い
て
、
よ
り
視
野
を
広
く
持
ち
、
行
政
の
垣
根
は
お
ろ

か
、
市
民
を
顧
客
と
し
て
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
民
間
企
業
等

と
の
垣
根
も
越
え
、「
市
民
の
た
め
に
」「
ま
ち
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
の
連
携
を
探
し
、
効

果
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
行
政
ス
キ
ル
の
一
つ
に
な
っ
て

い
く
。

　
特
に
寝
屋
川
市
で
は
、
2
0
1
9
年
4
月
に
中
核
市
へ

と
移
行
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
全
国
の
代
表
的
な

都
市
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
府
内
は
も
と
よ
り
全
国
を
視

野
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
施
策
事
業
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
紹
介
し
た
2
市
で
連
携
し
た

イ
オ
ン
と
の
包
括
連
携
は
、
次
代
を
見
据
え
た
新
し
い
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真3　地場産品の臨時販売（イ
オンスタイル）（出典：寝屋川市）


